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答
（
市
長
）�

　

累
積
赤
字
は
資
本
金
の

欠
損
で
あ
り
、
新
会
社
に

振
り
分
け
る
こ
と
は
な

い
。問�

　
地
域
経
済
活
性
化
支
援

機
構
（
通
称
レ
ビ
ッ
ク
）

が
参
入
す
る
経
緯
と
期
待

す
る
効
果
は
。

答
（
市
長
）�

　

昨
年
６
月
の
「
観
光
遺

産
産
業
化
フ
ァ
ン
ド
」
設

立
に
際
し
岩
手
銀
行
が
出

資
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
県
内
観
光
地
へ
の
支
援

が
決
ま
り
、
当
市
へ
も
お

話
を
頂
い
た
。
ふ
る
さ
と

公
社
の
経
営
改
革
を
通

じ
、
観
光
資
源
を
生
か
し

た
誘
客
を
進
め
、
市
内
観

光
事
業
の
振
興
に
寄
与
す

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

問�

　
株
式
会
社
と
一
般
社
団

の
２
つ
に
分
け
た
理
由
は
。

答
（
市
長
）�

　

風
の
丘
と
伝
承
園
を
株

式
会
社
化
し
収
益
性
を
高

め
る
。
水
光
園
と
ふ
る
さ

と
村
は
公
益
性
が
高
い
施

設
の
た
め
公
社
に
残
し
、

赤
字
を
抑
制
す
る
対
策
を

進
め
る
。

問�

　
株
式
会
社
と
一
般
社
団

の
経
理
は
独
立
採
算
か
、

連
結
か
。

答
（
市
長
）�

　

会
計
上
は
独
立
採
算
で

あ
る
が
、
従
業
員
は
新
会

社
か
ら
一
般
社
団
へ
出
向

さ
せ
、
宣
伝
販
売
や
施
設

整
備
等
の
業
務
は
連
携
し

効
率
化
を
図
る
。

問�

　
ふ
る
さ
と
公
社
の
累
積

赤
字
は
新
組
織
に
ど
う
振

り
分
け
ら
れ
る
の
か
。

市
長 

外
部
再
生
会
社
か
ら
ス
タ
ッ
フ
を
招
へ
い
し

 

　
組
織
の
立
て
直
し
を
図
る

萩野��幸弘��議員
（遠野令和会）

遠
野
ふ
る
さ
と
公
社
の

　

経
営
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み
内
容
は

JR遠野駅舎合築計画の現状と今後の在り方は

一問一答方式

問�
　
Ｊ
Ｒ
遠
野
駅
舎
合
築
計

画
に
係
る
調
査
結
果
が
未

だ
に
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答
（
市
長
）�

　

現
在
Ｊ
Ｒ
東
日
本
盛
岡

支
社
に
お
い
て
、
工
期
の

短
縮
や
費
用
の
圧
縮
に
つ

い
て
精
査
を
い
た
だ
い
て

い
る
途
上
で
あ
る
。

問�

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
等
を
考
慮

し
、
現
時
点
で
こ
の
事
業

の
優
先
度
は
ど
の
位
置
に

あ
る
か
。
白
紙
に
戻
す
こ

と
も
視
野
に
入
れ
た
再
検

討
の
余
地
は
。

答
（
市
長
）�

　

進
む
勇
気
、
立
ち
止
ま

る
勇
気
、
ど
ち
ら
も
あ
る

と
捉
え
て
い
る
。
本
年
度

の
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
策
定
に
あ
た
り
、
国
土

強
靭
化
計
画
と
の
整
合
性

も
図
り
な
が
ら
検
討
す

る
。

市長  工期短縮や費用圧縮の精査をJR東日本に依頼中である

問�

　
橋
り
ょ
う
点
検
結
果
等

に
よ
り
通
行
止
め
が
生
じ

る
場
合
の
方
針
は
。

答
（
市
長
）�

　

通
行
止
め
が
必
要
な
橋

り
ょ
う
は
、
架
け
替
え
、

修
繕
、
廃
止
（
撤
去
）
の

い
ず
れ
か
を
、
重
要
度
、

交
通
量
、
経
済
性
利
用
状

況
の
観
点
か
ら
橋
り
ょ
う

下
の
施
設
（
道
路
、河
川
、

鉄
道
）
管
理
者
の
意
向
も

含
め
て
、
総
合
的
に
判
断

し
て
い
る
。

問�

　
通
行
止
め
と
な
っ
た
事

例
が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
て
い
る
の

か
。答

（
市
長
）�

　

点
検
結
果
で
は
、「
早

期
措
置
段
階
」
の
橋
り
ょ

う
で
あ
り
、
通
行
は
危
険

と
判
断
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
意
向
を

確
認
し
、
協
議
を
重
ね
令

和
２
年
度
の
実
施
対
象
事

業
候
補
と
し
て
協
定
締
結

に
向
け
、
６
月
定
例
会
に

工
事
に
係
る
予
算
提
案
を

し
て
い
る
。

問�
　
工
事
完
成
ま
で
の
工
程

を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答
（
市
長
）�

　

財
源
確
保
、
技
術
力
の

向
上
、
施
設
管
理
者
と
の

速
や
か
な
協
議
の
実
施
に

よ
り
、
事
業
期
間
の
縮
減

を
図
り
た
い
。

問�

　
住
民
説
明
会
な
ど
を
開

く
予
定
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）�

　

お
知
ら
せ
の
配
布
と
い

う
形
態
で
周
知
を
図
り
た

い
。問�

　
困
っ
て
い
る
方
に
、
も

っ
と
き
め
細
か
い
対
応
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
臨

機
応
変
な
対
応
も
必
要
と

な
る
。

問�

　
経
済
の
再
生
に
何
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
の

か
。答

（
市
長
）�

　

経
済
の
再
生
の
た
め
に

は
、
事
業
者
の
存
続
が
第

一
と
考
え
、
利
子
補
給
、

家
賃
補
助
等
を
実
施
し
、

支
援
策
を
迅
速
に
実
施
し

て
い
る
。

問�

　
市
内
の
飲
食
店
や
、
宿

泊
施
設
が
事
業
を
継
続
す

る
に
あ
た
り
、
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
（
市
長
）�

　

各
業
界
団
体
か
ら
出
さ

れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
周
知
徹
底
を
図
る
た

め
、
観
光
協
会
、
観
光
推

進
協
議
会
及
び
商
工
会
を

通
じ
て
周
知
啓
発
を
図
っ

て
い
く
。

問�

　
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
祭

り
な
ど
は
、
主
催
者
に
開

催
の
判
断
を
任
せ
る
の
は

難
し
い
。
や
は
り
相
談
窓

口
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
（
市
長
）�

　

新
し
い
生
活
様
式
の
基

準
に
従
っ
て
主
催
者
に
開

催
の
可
否
を
判
断
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

相
談
窓
口
」
か
、
小
さ
な

拠
点
で
相
談
機
能
が
充
実

し
て
い
る
各
地
区
セ
ン
タ

ー
に
相
談
い
た
だ
き
た

い
。

　

地
域
経
済
活
性
化
の
後

押
し
と
な
る
よ
う
、
対
応

に
あ
た
っ
て
い
く
。

市
長 

予
防
と
再
生
の

 

　
バ
ラ
ン
ス
が
大
切

市
長 

早
期
措
置
段
階
の
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、

 

　
順
次
補
修
工
事
を
実
施
し
て
い
る

菊池��浩士�議員
（遠野令和会）

「
緊
急
事
態
宣
言
」

　

解
除
後
の
経
済
再
生
は

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
に
伴
う
方
針
は

一括質問方式

公社に残る水光園と
ふるさと村の再生が課題
（写真：たかむろ水光園の曲がり屋）

修繕が決まった橋りょう


